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参考情報

※次ページの番号とリンク

CentOS6 Rocky Linux9 ー ー

Apache 2.2 ＋ PHP5.6 Apache2.4 ＋ PHP 8.3 ー ー

Apache 2.2準拠 Apache2.4準拠 ー ー

提供 非提供 ー ー

バージョン MySQL 5.6 MySQL 8.0

1DBあたりの容量 500MB 1GB

3.2.3 5.2.1 ー ー

Dovecot 2.0.9-22 Dovecot 2.3.16-10 ー ー

ezmlm ezmlm ー ー

qmailscan qmailscan ー ー

OpenSSL 3.0.7 1 Nov 2022
（Library: OpenSSL 3.0.7 1 Nov 2022）

proftpd-1.3.5e-0 proftpd-1.3.8b-2 ー ー

PHP 5.1 PHP 7.4
PHP 5.3 PHP 8.3
PHP 5.6
PHP 7.2
PHP 7.4
Ruby 2.0.0p247 Ruby 3.0.4p208 •キーワード引数と通常の引数の間の自動変換を利用したコード利

用時
(5)

Bash 4.1.2 Bash 5.1.8 ー
ー

glibc-2.12-1 glibc-2.34-83 ー ー

TLS 1.0 TLS1.2
TLS 1.1 TLS1.3
TLS 1.2

•廃止関数利用時
•予約語利用時

DB 標準
MySQL (2)

phpMyAdmin

＜ 機能差分 ＞ 現在 移行後 移行に伴う影響箇所

サーバOS
バージョン Apache 2.2 Apache2.4

•廃止関数利用時
•予約語利用時

•廃止モジュール利用時
•.htaccess利用時
•WordPress5.2以下使用時

ー

(1)

管理ツール

エラーログ形式

WebDAV

POP3/IMAP

メーリングリスト

スキャンプログラム

メール送信暗号スイート OpenSSL 1.0.1e-fips 11 Feb 2013

Perl v5.32.1
(3)

PHP

(4)

Ruby

•カレントディレクトリに設置されているファイルの読み込み時
•バージョン差分

•PHP 5.1 / 5.3 / 5.6 / 7.2 利用時
•廃止関数利用時
•変数処理利用時
•バージョン差分

SSL •TLS 1.0 / 1.1 利用時
(7)

WEB
サービス

メール
サービス

Python Python 2.6.6 Python 3.9.18
(6)

Bash

ライブラリ

ー

FTPサービス

言語 Perl Perl v5.10.1
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移行に伴う影響箇所 対応例

利用中のモジュールを事前に確認し、Apache 2.4に対応した設定への見直し
-authn_default_module（AuthDefaultAuthoritative ディレクティブ）
-authz_default_module（AuthzDefaultAuthoritative ディレクティブ）
-php5_module（PHP5.6のモジュール版）
変更に伴う書き換え（赤字2つ目のスラッシュ「/」部分を削除）
　変更前）RewriteRule^(.*)$ /%{HTTP_HOST}/$1/[L]
　変更後）RewriteRule^(.*)$ /%{HTTP_HOST}/$1 [L]
※標準機能の設定で利用している.htaccessは、移行時に弊社にて変換します

WordPress5.2以下使用時 WordPressのバージョンアップ

用途に対応した設定への見直し

mysql.userテーブルを直接更新する方式ではなく、CREATE USER / ALTER USER / GRANT へ書き換え
※DMLからDDLになるのでプレースホルダが利用できなくなります
変更に伴う書き換え
　例:rankの場合

　　旧）CREATE TABLE users (rank smallint(5) unsigned NOT NULL default '0', ,,,

　　新）CREATE TABLE users (`rank` smallint(5) unsigned NOT NULL default '0', ,,,

do やrequire を使用して同一ディレクトリ内のライブラリのファイルを読み込んでいる場合は、パスを明示的に指定
　例:doの場合　　　　旧）do “XXXXX.pl”;  　　　→　新）do “./XXXXX.pl”;

　例:requireの場合　旧）require “XXXXX.pl”;　→　新）require “./XXXXX.pl”;

バージョン差分 jcode.pl を使用した CGI はInternal Server Error が発生する可能性があるため、Encode モジュールへ移行

•PHP7.4へ変更
•WordPressやWebアプリが7.4環境で動作することを確認
※PHP 5.1 / 5.3 / 5.6 / 7.2　を選択している既存アカウントは、移行時にPHP 7.4へ自動変更されます。
※移行後の新規アカウント標準バージョンはPHP 8.3 となります。

廃止関数利用時
変数処理利用時 mysql_connect関数廃止 MySQLi / PDO_MySQL　へ置き換え

バージョン差分
連想配列キーの廃止 連想配列のキーをクォート　へ置き換え

古い配列変数の廃止 HTTP_POST_VARS(GET)からPOST(GET) へ置き換え

関数に渡す引数の型の厳密化 array_search / in_array　の引数は配列　へ置き換え

古い関数の厳密化 ereg() / create_function()　等の古い正規表現関数を、preg_*関数や無名関数　へ置き換え

each関数の廃止 each関数をforeachループ　へ置き換え

用途に合わせて、CGI.escape　または URI.encode_www_form　へ書き換え

廃止関数利用時 print、xrange()、raw_input()、iteritems()、urllib2 等を利用しているプログラムは書き換え
予約語利用時 事前の動作確認および、書き換え

(7) TLS 1.0 / 1.1 利用時 TLS1.2 / TLS1.3を利用して接続

＜ 参考情報 ＞ 移行に伴う影響内容

(1) WEBサービス 廃止対象モジュール利用時 Apache 2.2からApache2.4のバージョンアップに伴い、右記該当モジュール削除

.htaccess利用時 マルチドメイン向けの.htaccess機能のRewiteRule記載方法が変更

WordPress管理画面へのアクセス不可

(5) Ruby キーワード引数と通常の引数の間
の自動変換を利用したコード利用
時

Ruby 3では、キーワード引数と通常の引数（Hash）が明確に区別されるようになり、
Ruby 2系で行われていた両者の自動変換は廃止

(2) DB 標準
MySQL

廃止関数利用時 PASSWORD関数の廃止

GRANT構文でのユーザ自動作成機能の廃止

予約語利用時 予約語の変更

(6) Python Python 3では、一部の予約語や組み込み関数、標準ライブラリの仕様変更または廃止
Python 2とPython 3では、文字列とバイト列の扱いが変更

(3) 言語 Perl カレントディレクトリに設置されてい
るファイルの読み込み時

Perl 5.26以降では、カレントディレクトリ (.) がモジュール検索パス (@INC) から削除

Perl 5.32以降では、旧来の文字コード変換ライブラリ jcode.pl 利用時の
defined(%hash)が利用不可

(4) PHP PHP 5.1 / 5.3 / 5.6 / 7.2 利
用時

WordPressをバージョンアップするとPHP 5.1 / 5.3 / 5.6 / 7.2 が動作不可

PHP5.系とPHP7.4の差分

PHP5.系とPHP8.3の差分

SSL 古いメール・FTPクライアントが接続不可

Hashをキーワード引数として渡しているコードや、キーワード引数を受け渡すラッパーメソッ
ドを利用している場合、ArgumentErrorやunknown keyword等のエラーが発生する
場合あり

Ruby 2系向けに作成されたプログラムについては、** を用いたキーワード引数の明示的な受け渡しなど、Ruby 3の
仕様に合わせた内容へ書き換え

Ruby 3では、URI.escape（および URI.unescape）は廃止


